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新型コロナウイルス感染症対策に伴う児童生徒の

「学びの保障」総合対策パッケージ

子供たちの

「学びの保障」に関する

基本的な考え方

⽂部科学省の

「学びの保障」のための

支援策
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「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

学校の授業内容を
削らないと終わらないのでは︖

Q

2カ月も休校して、
本当に学習は間に合うの︖

Q あらゆる手段を活用して、
今年度の学びを取り戻すため、
⽂部科学省として全⼒でサポートします

A

まずは授業時間の確保、その上で、
今年度の特例として、
①最終学年以外は２〜３年で学びを
取り戻すことを可能にします

②学校でしかできない学習活動への重点化
を⾏います

A
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まずは・・・

・・・などにより、学校における指導を充実
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分散登校の実施

時間割編成の工夫

学校⾏事の重点化や
準備時間の縮減土曜日の活用

夏・冬休み等の⾒直し

登校日の設定



4
それでもなお、今年度中に指導を終えることが困難な場合

最終以外の学年は、２〜３年間を⾒通して
カリキュラム（教育課程）を編成することによって、

無理なく着実に学習を保障

授業では、先生と子供や子供同士の
関わり合いが特に重要な学習への動機づけや
協働学習・学校でしか出来ない実習等に重点化
個人でも実施可能な学習活動の一部を
ICTなども活用して授業以外の場で⾏う

※定着が不⼗分な⼦供には
個別に丁寧にケア



２〜３年間を⾒通したカリキュラム編成 5

⼀部の内容を翌年に繰越し

令和
３年度

令和
２年度

令和
４年度

２〜３年間を⾒通してカリキュラム（教育課程）を編成し、
その学年で学ぶ内容の⼀部を次の年度やその次の年度に
繰り越すことによって、無理なく着実に学習を保障

２〜３年を
⾒通して
カリキュラム編成

１年間で学ぶ内容

2020
・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・

2021
・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・

2022

・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・



学校の授業における学習活動の重点化

教科書発⾏者の協⼒により、学習活動の重点化等に関する参考資料を作成いただき、
「子供の学び応援サイト 学校の先生へ」に掲載
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各教科書発⾏者のHPにおいて

○学校の授業以外の場において⾏うことが考えられる学習活動、配当時数
○感染症対策の観点から指導順序の変更が考えられる学習活動、配当時数

を教科書ごとに⽰した、年間指導計画参考資料を提⽰ ※「子どもの学び応援サイト」にリンク

単元名 配当時数 主な学習活動 学校の授業以外の場におい
て⾏うことが考えられる学習
活動

○○
教科書p▲〜◆

３
【学校での
授業時数
2.5時間】

①学習の⾒通しを持つ
②作品を読んで、自分の考えをノートに
まとめる
③考えたことをグループで話し合う
④学習を振り返る

②作品を読んで、自分の考えを
ノートにまとめる

【0.5時間】

【年間指導計画参考資料イメージ】（例）国語

※⼩学校第６学年・中学校第３学年について公開中、他学年については、順次掲載

NHKの取組なども掲載

ここです



「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

小６・中３・高３はちゃんと
今年度中に終わらせてほしい

Q 分散登校やICT環境整備など
最終学年を優先した対応を進めていきます

A

勉強ばかりで詰め込みが心配
夏休みや⾏事も無くなるの︖

Q 感染防止対策を施しつつ、可能な限り
学校⾏事を実施したり夏休みを確保したり
できるような工夫を示しています
また、最終学年以外は２〜３年で学びを
取り戻す特例を可能にします

A
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５⽉末まで臨時休業が⾏われた学校における令和２年度の学校教育活動の展開に関するイメージ。実際には、地域の感染状況や児童⽣徒や学校の実情に応じて各⾃治体
及び学校で判断いただくものである。

４⽉〜５⽉ 【臨時休業】
・臨時休業中も、家庭学習を適切に課すとともに、
教師がしっかりと学習を支援

６月
・２グループに分けた分散登校から、順次学校再開

・第１週は、学級活動を中心とした学級づくりを重視
し、落ち着いて学習できる環境を形成

第１週 第２週 第３週 第４週〜

２日／週
２コマ／日

３日／週
３コマ／日

３日／週
６コマ／日

通常授業

７月
・夏季休業期間を一部短縮し、７月中は授業を実施

８月
・夏季休業は８月23日までとし、８月24日始業
・熱中症防止にも配慮した上で、授業実施

夏
休
み

９月
・２学期からは、週２回１コマの追加的な補充授業・
補習や月１回の土曜授業(午前)を実施していく
※やむを得ず登校できない児童⽣徒に不利益が⽣じないよう配慮

10月
・運動会（準備期間を短縮、密集したり接触したりする運動を別の

運動に代替、規模の縮小や来場者の限定などで感染防止に配慮）

・修学旅⾏（旅⾏先の感染状況等も踏まえて実施を検討し、

移動時の配慮、活動内容の⾒直しなどを含め感染防⽌に配慮）
※あるいは3月に実施。

11月
・文化祭（来場者の限定、午前と午後の２部制、換気など感染防止

に配慮）

冬
休
み

12月
・校外学習（感染状況等も踏まえ⾏き先を検討、

移動時のバス等の換気、座席配置等にも配慮）

１月
・冬季休業を一部短縮し、１月５日始業

３月
・卒業式（出席者の限定、席の間隔を空ける、式典全体の時間を

短縮するなど感染防止に配慮）

春
休
み

※年間35週以上での実施を前提とする標準授業時数を踏まえて編成した教育課程の授業時数を下回っても、そのことのみで法令違反とはならない
※最終学年以外については、特例的に次年度以降を⾒通した教育課程編成を可能としており、そうした措置も含めて教育課程を検討し、教育活動を展開

学校再開にあたり教育課程を改めて編成する際に、個別でも
実施可能な学習活動の一部を授業以外の場で実施すること
とし、学校の授業における学習活動を重点化することも検討

２月

学校⾏事等も含めた学校
教育ならではの学びを⼤切
にしながら教育活動を展開

【参考資料】新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた教育活動の展開イメージ（中学校３年⽣の例）

高
校
入
試
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※令和2年度第⼆次補正予算の合計

「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

学習活動の重点化などで
家庭の負担が重くならない
ようにしてほしい

多忙な教員の負担が更に
増えることのないようにして
ほしい

Q

Q

「授業以外の場」で⾏う学習は、
ご家庭や地域の⽅々のご理解の下で、
例えば学習指導員の⽅による放課後の
補習など、まずは学校として対応すること
が基本となります。

A

9

先生や先生をサポートする学習指導員、
スクール・サポート・スタッフのための経費を
全体で約8.5万人分準備し、負担軽減や
感染症対策・きめ細かな指導を実現します
また、⽂科省の開設した「人材バンク」には
1万名を超える方からご登録頂いています
免許更新受講の猶予、⽂科省の調査や
委託事業の⾒送りなども⾏います

A



「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

第２波、第３波への備えは
どうなっている︖

Q 第２波に備え、感染拡大傾向など、
優先すべき地域の学校でオンライン学習
を可能にする整備を進めています

A
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「1人1台端末」の早期実現や、家庭でも繋がる通信環境の整備など、ハード・ソフト・人材を一体とした整備を加速することで、
災害や感染症の発生で学校が休校するなどの緊急時においても、ICTの活用により全ての子供たちの学びを保障できる環境を
早急に実現

ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障 約4,600億円（令和元年度補正予算 2,318億円、令和2年度補正予算 2,292億円）

ICT端末を活用した家庭学習のための環境整備 11

端末、モバイルルータなどを各自治体が早急に調達できるよう支援
（必要に応じて地⽅創⽣臨時交付⾦も活⽤）
⇒少なくとも⼩６・中３などの最終学年や、経済的な理由などで
ＩＣＴ環境を準備できない家庭の子供向けに優先配置
⇒８月には、特定警戒都道府県など優先すべき地域でICTを
活用したオンラインによる家庭学習が全ての児童生徒に
可能な環境を実現

家庭のパソコンやタブレット、スマートフォン等の活用
学校の端末の持ち帰りなど、あらゆる機器や環境を
最大限活用。学校や教育委員会等において、
家庭の通信環境を至急把握

※要保護児童⽣徒援助費補助⾦
特別支援教育就学奨励費
⾼校⽣等奨学給付⾦

低所得世帯の家庭学習を
⽀えるため各種補助⾦（※）

から家庭学習の通信費分を
特例的に追加⽀給



「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

学校が臨機応変に対応できる
ような⽀援はある︖

Q

12

A 非接触型の体温計や消毒液、家庭学習
用教材の購入、電話機の増設など、
学校が必要な物品に柔軟に使える経費
を支援します

小中学校

小規模 中規模 大規模

100万円 150万円 200万円 300万円

高校
特支

支援イメージ※

※現時点でのイメージであり、確定しているものではありません。

感染症
対策

学習
保障

・消毒液 ・非接触型体温計
・換気対策備品
・給⾷調理員の熱中症対策 等

・教材 ・空き教室活用備品
・電話機（増設）、公用携帯 等

感染症対策や学習保障等に必要な
取組を迅速かつ柔軟に実施するため
の経費を１校あたり100〜500万円
支援

※感染状況や学校規模等に応じて配分



「学びの保障」総合対策パッケージのポイント

登校に不安を抱く⼦供への
ケアはどのようなものがある︖

Q 担任の先生や保健の先生などによる
健康相談の実施やスクールカウンセラーに
よる支援を依頼し、スクールカウンセラー等
の追加配置のための⽀援を⾏っています

A

高校入試・大学入試が
どうなるのか心配です

Q 休校となった⼦供たちが不利益を被らない
よう、高校入試の出題範囲や内容・方法な
どを配慮するよう依頼しています
大学についてもAOなどでの配慮を依頼し、
一般入試は６月中に方針を公表します

A
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新型コロナウイルス感染症対策に伴う児童生徒の

「学びの保障」総合対策パッケージ

「学びの保障」総合対策パッケージ本体と
各事項についてより詳しく説明した【詳細版】を

⽂部科学省ホームページに掲載
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https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/1411020_00004.html



ひとりひとりがその置かれた立場で
何とかしようと変化を起こすことこそ尊い

一隅を照らす、これすなわち国宝なり
いち ぐう


